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2 日本鍛圧機械工業会 中右豊専務理事インタビュー
4 会場マップ
8 講演会・シンポジウム　出展者テクニカルセミナー

10 ㈱相澤鐵工所 安全と高速のシャー、IoT利用で生産の「見える化」のプレスブレーキ
12 ㈱アマダ 革新的な光技術を搭載したファイバーレーザマシンなどを中心に、板金加工のIoT・自動化ソリューションを提案
13 ㈱アマダオリイ プレス加工の自動化と精密ばね成形のトータルソリューションを提案

14 ㈱アルファTKG アルファTKGは、アマダ元専務の高木俊郎が2014年に創業した、ソフトウェアの開発・販売会社
です【MF-TOKYO初出展】

16 ㈱ITACA JAPAN プレスブレーキ／ファイバーレーザー加工機
18 ㈱エイチアンドエフ 想いを形に Your Best Partner　エイチアンドエフ
20 オーセンテック㈱ オールマイティレベラー 新時代へ
22 型研精工㈱ 「もっと簡単にトランスファー加工を！」
24 ㈱キャドマック Smart manufacturing method

26 協易機械工業SHIEH YIH MACHINERY INDUSTRY 次世代型サーボプレスで、スマート製造の実現およびハイテン材高精度成形の実演を展示

28 ㈱向洋技研 焼けない抵抗溶接の製造現場と『つなぐ』マイスポットＶ　MS-Vシリーズの目指すもの
30 コマツ産機㈱ 塑性加工の総合メーカー　コマツ産機
32 ㈱三共製作所 基本性能とコストを重視した汎用モデル プレス用サーボフィーダ・転積装置に新シリーズ

34 三和商工㈱ より精密に、より安全に、金型メンテナンスの総合機器メーカー
薄板精密板金にSW-V02 プレス型のカス上がり防止にデポジトロン

36 昭和精機㈱ PDM2稼働率分析システム
37 東亜精機工業㈱ 世界をリードする日本が誇る工作機械と共に!!
38 トルンプ㈱ 高速曲げ金型自動交換装置と最新ダイレクトサーボ式プレスブレーキ
40 バイストロニックジャパン㈱ 「12キロワット」ファイバーレーザ切断機と新オプション「BeamShaper」
42 マーポス㈱ プレス機械上での全工程監視システムと機能
44 三菱電機㈱ 高次元な自動化ソリューションを提供するファイバレーザ「GX-Fシリーズ」
46 ロス・アジア㈱ 国際安全規格対応ダブルバルブ　グローバルな設備移転時のコスト削減にも有効
49 大峰工業㈱ チップコンベヤ／切り屑、プレス抜き屑に対応
50 ㈱シルバーロイ 高生産性、高稼働率に向けた金型・ジグ　新世代の超硬合金をご提案します
52 榎本機工㈱ CFRTP（炭素繊維強化熱可塑性プラスチック）シートの加熱・高速成形を実演
54 ㈱ダイジェット工業 「高品質を実現するサーメタル金型」

56 ㈱放電精密加工研究所 進化する４軸直動式デジタルサーボプレス　ZENFormer
～変わる素材、変わるモノづくり、そして、知能化するサーボプレス～

58 ㈱ユタニ 自立式プレス間３次元ロボット／プレス内多工程用３次元トランスファー／Ｓ字ルーパーライン
60 ㈱栗本鐵工所 モノづくりで未来を創る、クリモト
62 ゲルブ・ジャパン㈱ その振動問題、解決します！
64 ㈱コスメック 油圧レスのプレス金型用自動クランプで金型交換時の時間短縮、安全性、メンテナンス性を向上
66 ㈱阪村機械製作所 “顧客価値を高める”フォーマーとその周辺技術の紹介
68 サンアロイ工業㈱ 冷間鍛造金型用超硬素材／温間・熱間鍛造金型用超硬素材

70 ㈱ヤマシタワークス／日本スピードショア㈱ 異形状ワークの短時間鏡面加工

73 マツモト機械㈱ 鉄鋼材料 レーザ焼入れシステム／純銅・アルミ材接合ユニット
74 ロームヘルド・ハルダー㈱ マグネット・クランプシステム　M-TECS 240
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過去最大規模で開催

―第６回目を迎え、出展小間数は年々増えて
いますね。

中右　今回は253社、1,716小間（前回は出展者数
265社、1,669小間）と前年に比べ出展者数が若干
減りましたが、小間数では前回を上回りました。東
京オリンピックの国際報道センターの開設の関係で
会場スペースが17％減少したにもかかわらず過去
最高の規模となりました。一方で、申し込みも早期
申込期限で小間が埋まってしまい２カ月半早く締め
切るといったこともあり、ご不便をおかけした皆様
にご迷惑をお掛けしましたことをお詫び申し上げま
す。次回からはこのようなことがないように努めて
まいります。
　今回の会場は東京ビッグサイトの西１・２ホール
と新設の南１・２ホールです。これまでと同様にプ
レス機械、板金機械、フォーミングマシン、ねじ・
ばね機械などのエリア分けを行い、来場者の目的に
沿って見やすい配置になっています。
　また、海外からの展示も14カ国、68社341小間
となっており、海外協賛、参加工業会も５団体（中
国３団体、台湾１団体、イタリア１団体）参加いた

だいています。日本の最新技術に加えて、海外の特
徴ある機械との比較も見どころの一つです。
　今回の来場者の目標数は32 ,000人（前回
31,715人）で、海外からもその３％の１,２００人
を見込んでいます。

―副題に「つながる技術、ひろがる未来」を掲
げています。その狙いは。

中右　MF-TOKYOには鍛圧機械に関連する多くの
産業分野の方々に出展いただいています。AIやIoT
といった先端技術も含めこれからの鍛圧機械、塑性
加工の可能性を広げるそうした方向性を示したも
のです。また、これからの産業界を担う若い人たち
に多く来ていただき、鍛圧機械、塑性加工といった
業界にかかわる企業、技術を知ってもらうことも展
示会の目的です。初回から参加いただいている日本
塑性加工学会との連携企画では大学・高専の研究
室ブースと研究発表のほか、わかりやすく各社の展
示製品、技術、見どころを紹介した学生向け展示会
ルートマップも作成しました。これらも学生の方々
に一人でも多く最新の技術に触れていただきたいと
の考えからです。

日本鍛圧機械工業会　専務理事　中右豊氏

　鍛圧機械やレーザ加工機など塑性加工技術の専門展示会「MF
－TOKYO 2019 プレス・板金・フォーミング展」が７月31日
㈬～８月３日㈯までの４日間、東京ビッグサイト（東京都江東
区）で開かれる。「つながる技術、ひろがる未来」をサブテーマに
鍛圧機械・自動化装置・関連機器・加工技術・サービス技術な
ど塑性加工の先端技術を一堂に集め、IoTの活用なども含めた次
世代モノづくりを見据えた製品、技術が披露される。過去最大規
模となるMF－TOKYO 2019の狙いと出展者、各種セミナーの
見どころについて主催者である日本鍛圧機械工業会の中右豊専
務理事に聞いた。

鍛圧塑性加工の新たな可能性をアピール
会期：７月31日㈬～８月３日㈯　会場：東京ビッグサイト

一般社団法人日本鍛圧機械工業会　専務理事　中右 豊氏に聞く
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大学からの無料バスを運行

―若い人たちの来場者を増やすために工夫さ
れたことは。

中右　一つには展示会ルートマップをスタンプラ
リー形式にして５カ所まわると記念品を提供すると
いった楽しみながら見学できる仕組みにしていま
す。プレス機械、鍛造機械、フォーミング機械、板
金機械などさまざまなジャンルの協賛企業ブース
の展示内容の特徴も合わせて記載しました。協賛企
業では、ノベルティを用意されているところもあり
ます。また、試験的に大学からの無料バスを運行す
ることにしました。今回は茨城大学（日立キャンパ
ス）と東京農工大（小金井キャンパス）～早稲田大学
（西早稲田キャンパス）の２ルートで期間中１回実
施します。今後も出展する大学・高専へのアンケー
トなどを通じて希望があれば増やしていきたいと考
えています。

シンポジウムは自動車に焦点

―シンポジウム・セミナーも見どころの一つ
です。今回はどのような特徴がありますか。

中右　今回の講演・シンポジウムでは国内のモノづ
くりで大きな市場を占める自動車に絞り、自動車の
将来像と新時代の鍛圧塑性加工の可能性を探りま
す。初日の開幕記念講演ではトヨタ自動車の森下弘
一先進技術開発カンパニー先進生産技術部開発技術
室主査による「将来のモビリティ社会に向けた付加
価値向上に資する鍛圧技術」を行います。また、特
別講演・シンポジウムでは自動車の軽量化を背景と
して注目を集めているホットスタンピングや加工速
度などの性能が飛躍的に向上してきたレーザ加工技
術を取り上げる予定です。特にレーザ加工はファイ
バーレーザの進化によってプレス加工と融合したシ
ステム構築が可能になるなど塑性加工の世界に大き
なインパクトを与え始めています。こうした最新の
技術を自動車製造にどう活かしていくのかを提示し
たいと考えています。
　また、セミナーは学会テクニカルセミナーと出展
者テクニカルセミナーがあります。学会セミナーで
は前回と同様に日本塑性加工学会、レーザ加工学

会、日本ばね学会、日本ねじ研究協会のご協力で最
先端のお話をいただきます。出展者テクニカルセミ
ナーは40～60分でさまざまなテーマについての講
演を予定しており、海外からの通訳付きの講演もご
ざいます。

生産性向上への取組みに注目

―日本鍛圧機械工業会の企画展示としてMF
技術大賞の紹介があります。受賞者の技術
傾向はどのようにみていますか。

中右　企画展示では当会の柱となるＭＦ事業の紹
介と今年１月に受賞した「ＭＦ技術大賞2018－
2019」から技術大賞２件、技術優秀賞３件、奨励
賞２件のパネル展示を行います。ＭＦ技術大賞は機
械だけでなく、それを使って加工した製品も含めた
塑性加工の総合力を評価するユニークな顕彰企画
です。最近の傾向としては生産システムに工夫を凝
らしたケースが増えてきています。今回、MF技術大
賞を受賞したアイダエンジニアリング㈱と㈱スギ
ムラ精工の「プレス成形によるスプロケットのネッ
トシェイプ加工」、㈱アマダホールディングス、㈱
アマダマシンツール、㈱デンソーの「サーボプレス
を用いた自動車部品用超高精度絞り加工品（切削レ
ス）」を見ても切削工程の削減など独自の工法や金
型の工夫などでシステム全体の効率化を高めた点が
評価されました。働き方改革など国内製造業におけ
る生産性や製品品質の向上が求められる中、こうし
た各企業の取組みにも注目していただきたいと思い
ます。

前回の開催風景
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A-31 9：30-

10：10

A-32 10：20-

11：00

A-33 11：10-

11：50

A-34 12：00-

12：40

A-35 12：50-

13：30

A-36 13：40-

14：20

A-37 14：30-

15：10

A-38 15：20-

16：00

８
月
２
日
㈮

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

A-21 9：30-

10：10

A-22 10：20-

11：00

A-23 11：10-

11：50

A-24 12：00-

12：40

A-25 12：50-

13：30

A-26 13：40-

14：20

A-27 14：30-

15：10

A-28 15：20-

16：00

８
月
１
日
㈭

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

コーディネータ
光産業創成大学院大学 副学長 教授
坪井 昭彦 氏

将来のモビリティ社会に向けた
付加価値向上に資する鍛圧技術S-01

日 時
会 場

日 時
会 場

日 時
会 場

日 時
会 場

日 時
会 場

S-05

開幕記念講演

トヨタ自動車 先進技術開発カンパニー
先進生産技術部 開発技術室 主査
森下 弘一 氏

シンポジウム

自動車製造における
レーザ加工の最新動向

７月31日㈬ 14：00-15：00

S-02

S-03

レーザ加工の真髄を探る
ー いま、なぜレーザか ー

特別講演

中央大学 研究開発機構フェロー
レーザ協会 顧問
新井 武二 氏

モビリティ革命2030 beyond
ー 自動車産業の針路 ー

デロイト トーマツコンサルティング
自動車セクター シニアマネージャー
濱田 悠 氏

８月１日㈭ 10：00-11：30

８月３日㈯ 13：00-14：00

8月 2日（金）14:00-16:00

コーディネータ
豊橋技術科学大学 特任教授
森 謙一郎 氏

アイシン高丘
先行開発部 商品開発チーム
主担当
鈴木 貴之 氏
アミノ
開発室 課長
村井 裕城 氏

S-04
ホットスタンピングは超ハイテンの
冷間プレス成形の限界を超える

住友重機械工業
新塑性加工開発 SBU STAF-PJ
プロジェクトマネージャー
上野 紀条 氏
日本製鉄
技術開発本部 八幡技術研究部
主幹研究員
楠見 和久 氏

８月１日㈭ 14：00-16：00

アマダ
ブランク加工技術部 部長
杉山 明彦 氏
エイチアンドエフ
技術本部 本部長
中村 一行 氏

コマツ産機
開発３部 レーザ商品開発グループ
グループ長
岡本 匡平 氏
トルンプ
レーザー技術部 部長
中村 強 氏

※（2019年４月１日現在）講演会・シンポジウムの内容については予告なく変更する場合があります。
　あらかじめご了承ください。最新の情報はWEBをご覧ください。

出展者テクニカルセミナーA

会場：会議棟6F 606会議室

A-11 9：30-

10：10
プレスラインの
スマート生産について

SHIEH YIH
MACHINERY
INDUSTRY

サーボ技術発展部 マネージャー
許 貴彰 氏

A-12 10：20-

11：00
新型金属造形３Dプリンター
「TruPrint 3000」トルンプ

レーザー事業部 レーザーアプリケーションセンター
3D printing & LMD 課長

岡 寛幸 氏

A-13 11：10-

11：50
ファナックの
モーション制御技術についてファナック FA事業部 ソフトウェア研究所 主任

山口 剛太 氏

A-14 12：00-

12：40

独創的な工法を支える「金型エンジニ
アリング」と精度を育てる「恒温工場」
で新たな価値を生み出す。

太陽
メカトロニクス

太陽工業グループ
技術開発センター 技師

岩井 克昭 氏

A-15 12：50-

13：30

プレス用クラッチ＆ブレーキバルブの
モニタ化の必要性／新開発・油空圧
ダブルバルブの機械安全への展開

ロス・アジア
マーケティング部 

アシスタントマネージャー
鈴木 敏之 氏

A-16 13：40-

14：20

クラウニングを必要としない
革命的なプレスブレーキ並びに
厚板（32㎜）曲げの紹介

ITACA JAPAN 代表取締役
上村 勝巳 氏

A-17 14：30-

15：10

理研オプテックの提案する
プレス機械のIoT／
見える化そしてAIへ

理研オプテック 技術顧問
清水 学 氏

A-18 15：20-

16：00
圧造製品の枠を広げる
機械開発事例旭サナック 圧造機械事業部 技術部 係長

川井 敏弘 氏

７
月
31
日
㈬

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

目視検査を自動化する
車載用金属部品向け外観検査装置
LuIimo H・Lulimo Cのご紹介

SCREEN
ホールディングス

検査・計測事業室 営業課 主任
吉田 隆洋 氏

サーボ駆動スクリュープレスによる
CFRTPプリプレグシートの高速成形榎本機工 技術アドバイザー

五十川 幸宏 氏

住友の進化する鍛造プレスで
未来を拓く“FPZの誕生”住友重機械工業

産業機器事業部 プレス統括部
設計部 プレス設計G 技師

柳原 渉 氏

油圧サーボシステムのご提案サンテスト 営業部 課長
西坂 信也 氏

人手不足を克服するための
次世代ベンディング運用アマダ ベンディング開発部門 部門長

森岡 岳也 氏

人と機械を技術でつなぐ村田機械
工作機械事業部 板金システム部

プロポーザルグループ 課長
西部 秀久 氏

板金加工機の搬送におけるIoT活用と
設備停止コスト１億円／年削減　
～コンディションモニタリング編～　

シュマルツ 取締役社長
ゲッテゲンス・アーネ 氏

板金加工機の搬送におけるIoT活用と
設備停止コスト１億円／年削減　　
～ツーリングの汎用化編～

シュマルツ 取締役社長
ゲッテゲンス・アーネ 氏

塗布した潤滑油の膜厚計測法ケツト科学研究所 営業部
掛川 瑞棋 氏

つながる
未来の“GEMBA”を提案コマツ産機 開発本部 開発１部 技師

正藤 勇介 氏

高精度の「ものづくり」のための
ドイツ製最新レベラーのご紹介オーセンテック 代表取締役

髙田 全 氏

プレス工場における
スマート生産の進め方

SHIEH YIH
MACHINERY
INDUSTRY

サーボ技術発展部 マネージャー
許 貴彰 氏

引きばね成形機・両端フック
同時成形の最新鋭機紹介アマダオリイ ばね成形機本部 開発チーム

下村 修 氏

顧客価値をもたらすフォーマー及び
その周辺技術～打痕傷防止ライン～阪村機械製作所 設計部 主任

田村 大樹 氏

ボールネジ直動式サーボプレス
ZENFormer による
マルチマテリアル対応

放電精密加工
研究所

産業メカトロニクス事業部 次長 
高橋 竜哉 氏

サーボプレス向防振システムの
課題と解決事例ゲルブ・ジャパン

技術営業部 技術課
プロジェクトエンジニア

山口 悠樹 氏

※（2019年4月1日現在）講演会・セミナーの内容については予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。最新の情報はWEBをご覧ください。

会議棟1F レセプションホールB

会議棟1F レセプションホールA

会議棟1F レセプションホールB

会議棟1F レセプションホールB
パネリスト

パネリスト

会議棟1F レセプションホールB

講演会・シンポジウム 定員 各500名 定員 各150名

B-31 9：30-

10：10

B-32 10：20-
11：00

B-33 11：10-
11：50

B-34 12：00-

12：40

B-35 12：50-

13：30

B-36 13：40-

14：20

B-37 14：30-

15：10

B-38 15：20-

16：00

８
月
２
日
㈮

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

B-21 9：30-

10：10

B-22 10：20-

11：00

B-23 11：10-

11：50

B-24 12：00-

12：40

B-25 12：50-

13：30

B-26 13：40-

14：20

B-27 14：30-

15：10

B-28 15：20-

16：00

８
月
１
日
㈭

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

出展者テクニカルセミナーB

会場：会議棟6F 607会議室

B-11 9：30-

10：10

B-12 10：20-

11：00

B-13 11：10-

11：50

B-14 12：00-

12：40

B-15 12：50-

13：30

B-16 13：40-

14：20

B-17 14：30-

15：10

B-18 15：20-

16：00

７
月
31
日
㈬

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

定員 各150名

SCSK

アマダオリイ

エイチアンドエフ

コーレンス

コマツ産機

コニック

相澤鐵工所

SCREEN
ホールディングス

日本エリコン
バルザース

アイダ
エンジニアリング

しのはら
プレスサービス

ゲルブ・ジャパン

ファナック

トルンプ

オーセンテック

ITACA JAPAN

ティワイ
アソシエイツ

アマダ

ロス・アジア

旭サナック

澁谷工業

栗本鐵工所

アミノ

万陽

解析ソリューション第一部
本郷 春樹 氏

プレス営業部 中日本ブロック
副ブロック長
山本 一 氏

技術本部 技術開発室 室長
西田 賢治 氏

第一営業本部第一部 課長代理
山下 俊明 氏

開発本部 開発１部 技師
正藤 勇介 氏

営業部 トルベンドセンターグループ
主幹

早瀬 航一 氏

取締役 営業部長
星山 達郎 氏

検査・計測事業室 営業課
川島 吉人 氏

ツール事業部
アシスタントプロダクトマネージャー

メタルフォーミング担当
内田 智也 氏

営業本部 技術部 顧問
井村 隆昭 氏

常務取締役 営業本部長
篠原 清人 氏

技術営業部 営業一課 課長
佐藤 典昭 氏

ロボット事業本部 技監
榊原 伸介 氏

板金機械事業部 営業技術部 部長
渡辺 基樹 氏

代表取締役
髙田 全 氏

代表取締役
上村 勝巳 氏

取締役
山本 隆久 氏

エンジニアリング推進部 部長
近藤 章夫 氏

マーケティング部
アシスタントマネージャー

鈴木 敏之 氏

金型事業部
赤林 将 氏

サイラス技術部 主管技師
山岡 圭一 氏

コンポジットプロジェクト室
技術開発部長
込山 隆士 氏

技術部 営業技術課 課長代理
佐野 敏明 氏

代表取締役社長
塩川 万造 氏

鍛造・塑性加工業界の皆様へご提供する
SCSK株式会社のモノづくり
CAEソリューションのご紹介

株式会社SUBARUと共同開発した
ヘリカルギアの新鍛造工法の解説

新型サーボトランスファプレスの特徴

電磁パルス技術（EMPT）接合の
実例

つながる
未来の“GEMBA”を提案

トルンプ社製TruBend Centerに
おける革新的な曲げ加工について

シャーリング加工の未来

目視検査を自動化する
車載用金属部品向け外観検査装置
LuIimo H・Lulimo Cのご紹介

金型向け最新表面処理
ソリューション

C-31 9：30-

10：10

C-32 10：20-

11：00

C-33 11：10-

11：50

C-34 12：00-

12：40

C-35 12：50-

13：30

C-36 13：40-

14：20

C-37 14：30-

15：10

C-38 15：20-

16：00

８
月
２
日
㈮

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

C-22 10：20-

11：00

C-23 11：10-

11：50

C-24 12：00-

12：40

C-25 12：50-

13：30

C-26 13：40-

14：20

C-27 14：30-

15：10

C-28 15：20-

16：00

８
月
１
日
㈭

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

出展者テクニカルセミナーC

会場：会議棟6F 608会議室

C-11 9：30-

10：10

C-12 10：20-

11：00

C-13 11：10-

11：50

C-14 12：00-

12：40

C-15 12：50-

13：30

C-16 13：40-

14：20

C-17 14：30-

15：10

C-18 15：20-

16：00

７
月
31
日
㈬

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

定員 各150名

FCF工法（板鍛造）の考え方と事例
および工法を支える高精度・
高剛性成形機ULシリーズの紹介

プレス作業現場の環境改善への提案

コイルばね＋粘性ダンパー方式に
よる皿ばね防振からの更新実例

ファナックロボットの最新技術に
ついて

新型ディスクレーザ切断機
「TruLaser 5030 fiber 10kW」
最新加工技術について

拭き作業から解放される洗浄機

クラウニングを必要としない
革命的なプレスブレーキ並びに
厚板（32㎜）曲げの紹介

段取り０（ゼロ）曲げ金型

加工技術がもたらす新たな
モノづくり変革

プレス用クラッチ＆ブレーキバルブの
モニタ化の必要性／新開発・油空圧
ダブルバルブの機械安全への展開

アルミ材の圧造加工に関する調査報告

金属素材の多様化とレーザ加工技術

CFRPプレスの開発
～4ポイントLFT-D成形

ホットスタンピング・CFRTPへの
サーボプレス活用のご紹介

最新の切断機について

サンテスト

オーセンテック

アマダ

マコー

阪村機械製作所

理研オプテック

ゲルブ・ジャパン

SMS group

油圧サーボシステムのご提案

「働き方改革」を促進するための
設備導入
バリ取り機・洗浄機・ロボット・その他

新しい光技術が加工の未来を拓く

冷間鍛造の世界を劇的に変える
革新ライン「WLS」

顧客価値をもたらすフォーマー及び
その周辺技術
～背圧鍛造による成形～

世界最大級大型プレス防振の
実績紹介

リング圧延機開発最前線

理研オプテックの提案する
プレス機械のIoT／
見える化そしてAIへ

営業部 課長
西坂 信也 氏

代表取締役
髙田 全 氏

ブランク加工技術部 副部長
宮渕 城之 氏

営業部 営業技術課 課長
橘 和寿 氏

技術部 係長
岡田 泰雄 氏

技術顧問
清水 学 氏

Director / Sales Manager Asia
カーステン・シャントレイン 氏

Head of Sales Ring and Wheel Rolling /
Forging Plants

Mr.Martin Gellhaus

通訳あり

通訳あり

通訳あり

通訳あり

コマツ産機

旭サナック

SHIEH YIH
MACHINERY
INDUSTRY

アルファTKG

向洋技研

コニック

SMS group

コマツ産機鍛圧商品の最新技術動向

金型負荷を低減する金型開発事例

プレス設備メーカーが提供すべき
スマート生産サポート

板金IoT成功事例紹介
（成功に必要なボトムアップIoTとは…）

利益を生み出す
テーブルスポット溶接機

プレスブレーキ用
特殊金型設計事例のご紹介

アルミ製サスペンション周囲部品
生産用鍛造ラインの
最新コンセプト

開発本部 開発１部 主任技師
吉村 良太 氏

金型事業部 課長
森田 真 氏

サーボ技術発展部 マネージャー
許 貴彰 氏

髙木 俊郎 氏
ダナパンディ・ペリアサミ 氏

代表取締役社長
取締役CTO

技術部 課長
寶山 和生 氏

製造部 プレスブレーキ型グループ
グループ長

松山 徹二 氏
Head of Sales Ring and Wheel Rolling / Forging Plants
Mr.Martin Gerhard Scholles

Senior Sales Manager
Closed-Die Forging Presses and Powder Presses

Mr.Klaus Merkens

ITACA JAPAN

エフエーサービス

ヤマザキマザック

SCREEN
ホールディングス

ニッセー

ファナック

住友重機械工業

コーレンス

クラウニングを必要としない
革命的なプレスブレーキ並びに
厚板（32㎜）曲げの紹介

最新新技術（IoT・ビッグデータ・AI）を
活用して世界をリードできる
“日本の板金ものづくり”

長尺材レーザ加工の新提案

目視検査を自動化する
車載用金属部品向け外観検査装置
LuIimo H・Lulimo Cのご紹介

NISSEI EVIRTブランドの
CNC転造機の特徴について

ファナックのモーション制御技術に
ついて

STAF（Steel Tube Air Forming）
プロセスによる自動車部品適用技術

Industry 4.0

代表取締役
上村 勝巳 氏

IoT推進事業部 事業部長
麻生 正樹 氏

オプトニクスプロダクト 
プロダクトマネージャー

杉浦 昌弘 氏

検査・計測事業室 営業課
井上 拓哉 氏

転造開発営業室 取締役室長
深山 宗谷 氏

FA事業部 ソフトウェア研究所 主任
山口 剛太 氏

STAFプロジェクト 営業技術G
グループリーダ
石塚 正之 氏

Vice President Sales Asia
Mr.Matthias Grauer
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A-31 9：30-

10：10

A-32 10：20-

11：00

A-33 11：10-

11：50

A-34 12：00-

12：40

A-35 12：50-

13：30

A-36 13：40-

14：20

A-37 14：30-

15：10

A-38 15：20-

16：00

８
月
２
日
㈮

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

A-21 9：30-

10：10

A-22 10：20-

11：00

A-23 11：10-

11：50

A-24 12：00-

12：40

A-25 12：50-

13：30

A-26 13：40-

14：20

A-27 14：30-

15：10

A-28 15：20-

16：00

８
月
１
日
㈭

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

コーディネータ
光産業創成大学院大学 副学長 教授
坪井 昭彦 氏

将来のモビリティ社会に向けた
付加価値向上に資する鍛圧技術S-01

日 時
会 場

日 時
会 場

日 時
会 場

日 時
会 場

日 時
会 場

S-05

開幕記念講演

トヨタ自動車 先進技術開発カンパニー
先進生産技術部 開発技術室 主査
森下 弘一 氏

シンポジウム

自動車製造における
レーザ加工の最新動向

７月31日㈬ 14：00-15：00

S-02

S-03

レーザ加工の真髄を探る
ー いま、なぜレーザか ー

特別講演

中央大学 研究開発機構フェロー
レーザ協会 顧問
新井 武二 氏

モビリティ革命2030 beyond
ー 自動車産業の針路 ー

デロイト トーマツコンサルティング
自動車セクター シニアマネージャー
濱田 悠 氏

８月１日㈭ 10：00-11：30

８月３日㈯ 13：00-14：00

8月 2日（金）14:00-16:00

コーディネータ
豊橋技術科学大学 特任教授
森 謙一郎 氏

アイシン高丘
先行開発部 商品開発チーム
主担当
鈴木 貴之 氏
アミノ
開発室 課長
村井 裕城 氏

S-04
ホットスタンピングは超ハイテンの
冷間プレス成形の限界を超える

住友重機械工業
新塑性加工開発 SBU STAF-PJ
プロジェクトマネージャー
上野 紀条 氏
日本製鉄
技術開発本部 八幡技術研究部
主幹研究員
楠見 和久 氏

８月１日㈭ 14：00-16：00

アマダ
ブランク加工技術部 部長
杉山 明彦 氏
エイチアンドエフ
技術本部 本部長
中村 一行 氏

コマツ産機
開発３部 レーザ商品開発グループ
グループ長
岡本 匡平 氏
トルンプ
レーザー技術部 部長
中村 強 氏

※（2019年４月１日現在）講演会・シンポジウムの内容については予告なく変更する場合があります。
　あらかじめご了承ください。最新の情報はWEBをご覧ください。

出展者テクニカルセミナーA

会場：会議棟6F 606会議室

A-11 9：30-

10：10
プレスラインの
スマート生産について

SHIEH YIH
MACHINERY
INDUSTRY

サーボ技術発展部 マネージャー
許 貴彰 氏

A-12 10：20-

11：00
新型金属造形３Dプリンター
「TruPrint 3000」トルンプ

レーザー事業部 レーザーアプリケーションセンター
3D printing & LMD 課長

岡 寛幸 氏

A-13 11：10-

11：50
ファナックの
モーション制御技術についてファナック FA事業部 ソフトウェア研究所 主任

山口 剛太 氏

A-14 12：00-

12：40

独創的な工法を支える「金型エンジニ
アリング」と精度を育てる「恒温工場」
で新たな価値を生み出す。

太陽
メカトロニクス

太陽工業グループ
技術開発センター 技師

岩井 克昭 氏

A-15 12：50-

13：30

プレス用クラッチ＆ブレーキバルブの
モニタ化の必要性／新開発・油空圧
ダブルバルブの機械安全への展開

ロス・アジア
マーケティング部 

アシスタントマネージャー
鈴木 敏之 氏

A-16 13：40-

14：20

クラウニングを必要としない
革命的なプレスブレーキ並びに
厚板（32㎜）曲げの紹介

ITACA JAPAN 代表取締役
上村 勝巳 氏

A-17 14：30-

15：10

理研オプテックの提案する
プレス機械のIoT／
見える化そしてAIへ

理研オプテック 技術顧問
清水 学 氏

A-18 15：20-

16：00
圧造製品の枠を広げる
機械開発事例旭サナック 圧造機械事業部 技術部 係長

川井 敏弘 氏

７
月
31
日
㈬

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

目視検査を自動化する
車載用金属部品向け外観検査装置
LuIimo H・Lulimo Cのご紹介

SCREEN
ホールディングス

検査・計測事業室 営業課 主任
吉田 隆洋 氏

サーボ駆動スクリュープレスによる
CFRTPプリプレグシートの高速成形榎本機工 技術アドバイザー

五十川 幸宏 氏

住友の進化する鍛造プレスで
未来を拓く“FPZの誕生”住友重機械工業

産業機器事業部 プレス統括部
設計部 プレス設計G 技師

柳原 渉 氏

油圧サーボシステムのご提案サンテスト 営業部 課長
西坂 信也 氏

人手不足を克服するための
次世代ベンディング運用アマダ ベンディング開発部門 部門長

森岡 岳也 氏

人と機械を技術でつなぐ村田機械
工作機械事業部 板金システム部

プロポーザルグループ 課長
西部 秀久 氏

板金加工機の搬送におけるIoT活用と
設備停止コスト１億円／年削減　
～コンディションモニタリング編～　

シュマルツ 取締役社長
ゲッテゲンス・アーネ 氏

板金加工機の搬送におけるIoT活用と
設備停止コスト１億円／年削減　　
～ツーリングの汎用化編～

シュマルツ 取締役社長
ゲッテゲンス・アーネ 氏

塗布した潤滑油の膜厚計測法ケツト科学研究所 営業部
掛川 瑞棋 氏

つながる
未来の“GEMBA”を提案コマツ産機 開発本部 開発１部 技師

正藤 勇介 氏

高精度の「ものづくり」のための
ドイツ製最新レベラーのご紹介オーセンテック 代表取締役

髙田 全 氏

プレス工場における
スマート生産の進め方

SHIEH YIH
MACHINERY
INDUSTRY

サーボ技術発展部 マネージャー
許 貴彰 氏

引きばね成形機・両端フック
同時成形の最新鋭機紹介アマダオリイ ばね成形機本部 開発チーム

下村 修 氏

顧客価値をもたらすフォーマー及び
その周辺技術～打痕傷防止ライン～阪村機械製作所 設計部 主任

田村 大樹 氏

ボールネジ直動式サーボプレス
ZENFormer による
マルチマテリアル対応

放電精密加工
研究所

産業メカトロニクス事業部 次長 
高橋 竜哉 氏

サーボプレス向防振システムの
課題と解決事例ゲルブ・ジャパン

技術営業部 技術課
プロジェクトエンジニア

山口 悠樹 氏

※（2019年4月1日現在）講演会・セミナーの内容については予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。最新の情報はWEBをご覧ください。

会議棟1F レセプションホールB

会議棟1F レセプションホールA

会議棟1F レセプションホールB

会議棟1F レセプションホールB
パネリスト

パネリスト

会議棟1F レセプションホールB

講演会・シンポジウム 定員 各500名 定員 各150名

B-31 9：30-

10：10

B-32 10：20-
11：00

B-33 11：10-
11：50

B-34 12：00-

12：40

B-35 12：50-

13：30

B-36 13：40-

14：20

B-37 14：30-

15：10

B-38 15：20-

16：00

８
月
２
日
㈮

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

B-21 9：30-

10：10

B-22 10：20-

11：00

B-23 11：10-

11：50

B-24 12：00-

12：40

B-25 12：50-

13：30

B-26 13：40-

14：20

B-27 14：30-

15：10

B-28 15：20-

16：00

８
月
１
日
㈭

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

出展者テクニカルセミナーB

会場：会議棟6F 607会議室

B-11 9：30-

10：10

B-12 10：20-

11：00

B-13 11：10-

11：50

B-14 12：00-

12：40

B-15 12：50-

13：30

B-16 13：40-

14：20

B-17 14：30-

15：10

B-18 15：20-

16：00

７
月
31
日
㈬

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

定員 各150名

SCSK

アマダオリイ

エイチアンドエフ

コーレンス

コマツ産機

コニック

相澤鐵工所

SCREEN
ホールディングス

日本エリコン
バルザース

アイダ
エンジニアリング

しのはら
プレスサービス

ゲルブ・ジャパン

ファナック

トルンプ

オーセンテック

ITACA JAPAN

ティワイ
アソシエイツ

アマダ

ロス・アジア

旭サナック

澁谷工業

栗本鐵工所

アミノ

万陽

解析ソリューション第一部
本郷 春樹 氏

プレス営業部 中日本ブロック
副ブロック長
山本 一 氏

技術本部 技術開発室 室長
西田 賢治 氏

第一営業本部第一部 課長代理
山下 俊明 氏

開発本部 開発１部 技師
正藤 勇介 氏

営業部 トルベンドセンターグループ
主幹

早瀬 航一 氏

取締役 営業部長
星山 達郎 氏

検査・計測事業室 営業課
川島 吉人 氏

ツール事業部
アシスタントプロダクトマネージャー

メタルフォーミング担当
内田 智也 氏

営業本部 技術部 顧問
井村 隆昭 氏

常務取締役 営業本部長
篠原 清人 氏

技術営業部 営業一課 課長
佐藤 典昭 氏

ロボット事業本部 技監
榊原 伸介 氏

板金機械事業部 営業技術部 部長
渡辺 基樹 氏

代表取締役
髙田 全 氏

代表取締役
上村 勝巳 氏

取締役
山本 隆久 氏

エンジニアリング推進部 部長
近藤 章夫 氏

マーケティング部
アシスタントマネージャー

鈴木 敏之 氏

金型事業部
赤林 将 氏

サイラス技術部 主管技師
山岡 圭一 氏

コンポジットプロジェクト室
技術開発部長
込山 隆士 氏

技術部 営業技術課 課長代理
佐野 敏明 氏

代表取締役社長
塩川 万造 氏

鍛造・塑性加工業界の皆様へご提供する
SCSK株式会社のモノづくり
CAEソリューションのご紹介

株式会社SUBARUと共同開発した
ヘリカルギアの新鍛造工法の解説

新型サーボトランスファプレスの特徴

電磁パルス技術（EMPT）接合の
実例

つながる
未来の“GEMBA”を提案

トルンプ社製TruBend Centerに
おける革新的な曲げ加工について

シャーリング加工の未来

目視検査を自動化する
車載用金属部品向け外観検査装置
LuIimo H・Lulimo Cのご紹介

金型向け最新表面処理
ソリューション

C-31 9：30-

10：10

C-32 10：20-

11：00

C-33 11：10-

11：50

C-34 12：00-

12：40

C-35 12：50-

13：30

C-36 13：40-

14：20

C-37 14：30-

15：10

C-38 15：20-

16：00

８
月
２
日
㈮

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

C-22 10：20-

11：00

C-23 11：10-

11：50

C-24 12：00-

12：40

C-25 12：50-

13：30

C-26 13：40-

14：20

C-27 14：30-

15：10

C-28 15：20-

16：00

８
月
１
日
㈭

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

出展者テクニカルセミナーC

会場：会議棟6F 608会議室

C-11 9：30-

10：10

C-12 10：20-

11：00

C-13 11：10-

11：50

C-14 12：00-

12：40

C-15 12：50-

13：30

C-16 13：40-

14：20

C-17 14：30-

15：10

C-18 15：20-

16：00

７
月
31
日
㈬

申込
番号 時間 会社・団体名 発表者名 発表テーマ

定員 各150名

FCF工法（板鍛造）の考え方と事例
および工法を支える高精度・
高剛性成形機ULシリーズの紹介

プレス作業現場の環境改善への提案

コイルばね＋粘性ダンパー方式に
よる皿ばね防振からの更新実例

ファナックロボットの最新技術に
ついて

新型ディスクレーザ切断機
「TruLaser 5030 fiber 10kW」
最新加工技術について

拭き作業から解放される洗浄機

クラウニングを必要としない
革命的なプレスブレーキ並びに
厚板（32㎜）曲げの紹介

段取り０（ゼロ）曲げ金型

加工技術がもたらす新たな
モノづくり変革

プレス用クラッチ＆ブレーキバルブの
モニタ化の必要性／新開発・油空圧
ダブルバルブの機械安全への展開

アルミ材の圧造加工に関する調査報告

金属素材の多様化とレーザ加工技術

CFRPプレスの開発
～4ポイントLFT-D成形

ホットスタンピング・CFRTPへの
サーボプレス活用のご紹介

最新の切断機について

サンテスト

オーセンテック

アマダ

マコー

阪村機械製作所

理研オプテック

ゲルブ・ジャパン

SMS group

油圧サーボシステムのご提案

「働き方改革」を促進するための
設備導入
バリ取り機・洗浄機・ロボット・その他

新しい光技術が加工の未来を拓く

冷間鍛造の世界を劇的に変える
革新ライン「WLS」

顧客価値をもたらすフォーマー及び
その周辺技術
～背圧鍛造による成形～

世界最大級大型プレス防振の
実績紹介

リング圧延機開発最前線

理研オプテックの提案する
プレス機械のIoT／
見える化そしてAIへ

営業部 課長
西坂 信也 氏

代表取締役
髙田 全 氏

ブランク加工技術部 副部長
宮渕 城之 氏

営業部 営業技術課 課長
橘 和寿 氏

技術部 係長
岡田 泰雄 氏

技術顧問
清水 学 氏

Director / Sales Manager Asia
カーステン・シャントレイン 氏

Head of Sales Ring and Wheel Rolling /
Forging Plants

Mr.Martin Gellhaus

通訳あり

通訳あり

通訳あり

通訳あり

コマツ産機

旭サナック

SHIEH YIH
MACHINERY
INDUSTRY

アルファTKG

向洋技研

コニック

SMS group

コマツ産機鍛圧商品の最新技術動向

金型負荷を低減する金型開発事例

プレス設備メーカーが提供すべき
スマート生産サポート

板金IoT成功事例紹介
（成功に必要なボトムアップIoTとは…）

利益を生み出す
テーブルスポット溶接機

プレスブレーキ用
特殊金型設計事例のご紹介

アルミ製サスペンション周囲部品
生産用鍛造ラインの
最新コンセプト

開発本部 開発１部 主任技師
吉村 良太 氏

金型事業部 課長
森田 真 氏

サーボ技術発展部 マネージャー
許 貴彰 氏

髙木 俊郎 氏
ダナパンディ・ペリアサミ 氏

代表取締役社長
取締役CTO

技術部 課長
寶山 和生 氏

製造部 プレスブレーキ型グループ
グループ長

松山 徹二 氏
Head of Sales Ring and Wheel Rolling / Forging Plants
Mr.Martin Gerhard Scholles

Senior Sales Manager
Closed-Die Forging Presses and Powder Presses

Mr.Klaus Merkens

ITACA JAPAN

エフエーサービス

ヤマザキマザック

SCREEN
ホールディングス

ニッセー

ファナック

住友重機械工業

コーレンス

クラウニングを必要としない
革命的なプレスブレーキ並びに
厚板（32㎜）曲げの紹介

最新新技術（IoT・ビッグデータ・AI）を
活用して世界をリードできる
“日本の板金ものづくり”

長尺材レーザ加工の新提案

目視検査を自動化する
車載用金属部品向け外観検査装置
LuIimo H・Lulimo Cのご紹介

NISSEI EVIRTブランドの
CNC転造機の特徴について

ファナックのモーション制御技術に
ついて

STAF（Steel Tube Air Forming）
プロセスによる自動車部品適用技術

Industry 4.0

代表取締役
上村 勝巳 氏

IoT推進事業部 事業部長
麻生 正樹 氏

オプトニクスプロダクト 
プロダクトマネージャー

杉浦 昌弘 氏

検査・計測事業室 営業課
井上 拓哉 氏

転造開発営業室 取締役室長
深山 宗谷 氏

FA事業部 ソフトウェア研究所 主任
山口 剛太 氏

STAFプロジェクト 営業技術G
グループリーダ
石塚 正之 氏

Vice President Sales Asia
Mr.Matthias Grauer

9
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①メカニカルシャーAST-1013H
　シャーリング機の「安全」を意識し、さらに厚板
10㎜、13㎜向けの切断機はかつてないほどの高速
化に対応した機械であり、SPMは当社機比170％、
バックゲージの移動速度は当社機比500％を実現。
安全囲い等による安全措置を実施。前面、後面に光
カーテンを設置し、作業者の安全を確保。その他リ
ターン機能、短冊切断時に発生する製品の反り、捻
れを軽減する新機構、予防保全に役立つ監視機能な
ど細部にわたり様々な工夫を凝らしています。

②サーボプレスブレーキAPB-204
　株式会社キャドマックの3DCADデータを元に、
澁谷工業株式会社でレーザ加工、APB-204での曲
げ加工のデモンストレーションを行います。その生
産進捗状況（CAD/CAM、レーザ、曲げ）は、イン
ターネットを利用してどこからでも即座に確認で
き、見える化を体感頂けます。

③汎用プレスブレーキAPM-20031
　（AiN-M3搭載）
　APMシリーズに新計算装置（最大３軸）をオプ
ションとして開発。入力するデータは最小限とし
誰でも簡単にお使いいただけます。また、新中ダレ
補正機構を搭載し、t1.6×2500で±10’（５カ所計
測）の高通り精度を実現しました。

安全と高速のシャー、IoT利用で生産の
「見える化」のプレスブレーキ

㈱相澤鐵工所 小間番号　S-09

メカニカルシャーAST-1013H

資料請求番号　511



MF-TOKYO 2019

12

ENSIS-3015AJ（９kW）+ ASFH

LBCテクノロジー搭載ファイバーレーザマシン
VENTIS-3015AJ（４kW）
　独自に開発した革新的な「軌跡ビームコント
ロール（LBC）テクノロジー」を搭載した最新の

「VENTIS-3015AJ（４kW）」をMF-TOKYOで
初めて披露します。ステンレスやアルミ切断に
おいて、高速切断の「生産性モード」、高品位切
断の「品質モード」、自動化システム運用時の長
時間安定加工を実現する「カーフコントロール
モード」の画期的な加工を実現する３つの機能
を紹介します。

ENSISテクノロジー搭載ファイバーレーザマシン
ENSIS-3015AJ（９kW）+ ASFH（自動化仕様）
　進化したビーム制御技術と自社製高出力発振
器の組み合わせにより、薄板から厚板まで安定
した高速・高品位切断を実現します。さらに、
フォーク式パレットチェンジャーと組み合わせ
ることで、被加工材の搬入・搬出からストレー
ジまで自動で対応し、長時間連続自動運転が可
能となり、生産性が向上します。

高精度ベンディングロボットシステム
HG-1003ARs（自動化仕様）
　曲げ加工において、働き方改革や人手不足で
高まる自動化ニーズへの対応として、自動金型
交換装置（ATC）を搭載した曲げ加工機に、７
軸多関節ロボットで、素材搬入・曲げマテハ
ン・製品搬出を１台で行うことで、工場の省力
化を支援していきます。 

LBCテクノロジーのレーザ光の発振イメージ

HG-1003ARs

革新的な光技術を搭載したファイバーレーザマシンなど
を中心に、板金加工のIoT・自動化ソリューションを提案

㈱アマダ 小間番号　S-17

資料請求番号　512
13

４．トランスファー RTN030 〈〈新型〉〉
・プレス内多工程搬送装置の剛性強化とリニアサー
ボモーター採用によりマシン速度をアップし、よ
り高速・安定した多行程搬送を実現

５．フィーダー　ANZ 〈〈新型〉〉
・ロール開閉ツインサーボにより高速かつ精密な
ワークグリップを実現

６．ばね成形機　NI-26 〈〈新機種〉〉 ／
　　CLS-10A／WH-16／SH-3A ／SF-1A
・MEC制御システムをさらに進化、IoTにも対応
・様々なばねに対応する多軸フォーミングマシン
NI-26

㈱アマダオリイ
MF-TOKYO 2019

プレス加工の自動化と精密ばね成形の
トータルソリューションを提案

　アマダオリイはプレスマシン、プレス周辺装置、
精密ばね成形機、産業防振機器の開発・製造・販
売・サービスを一貫して行っています。
　今回はプレスマシンと周辺装置を組み合わせた自
動化システムや、最先端のばね成形機技術をご紹介
します。高生産性を追求し、お客さまのモノづくり
を支える最新ソリューションをご提案いたします。

出展商品一覧：
１．デジタル電動サーボプレス
　　SDE-2025  〈〈新制御〉〉
・ダイレクトドライブ機構の高剛性サーボプレスが
高付加価値成形を実現

２． 高速タンデムラインシステム
　　RHQ120 ４台＋
　　SDE-8018 〈〈新制御〉〉 ３台
・プレスマシンと材料搬送用２軸高速協調ロボット
により高生産性を追求

３．順送ランダム送り加工ライン
　　LCE06HR3 + SDE-1515 GORIKI
・最新鋭レベラーフィーダーと多工程順送金型を搭
載可能な高剛性サーボプレスを組み合わせて自動
化し、板鍛造などの高付加価値成形に対応

小間番号　W1-73

資料請求番号　513

タンデムラインシステム※

LCEHR3※

CLS-10A
※実際の出展商品とイメージが異なる場合がございます。
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　アルファTKGの主力商品は、クラウドソフト
『alfaDOCK』です。alfaDOCKは、お客様の工場
内のあらゆる情報（図面やCAD/CAM、生産管理
情報など）をクラウドに一元管理することから始ま
る『拡張性に優れたIoTシステム』であり、クラウド
技術と人口知能技術を駆使した業界初のシステム
です。お客様の現状をベースとした『後付拡張型の
IoTシステム』であり、導入後のスムーズな運用と
経営効果が確認されています。
　なお当社では、機械を動かす自動プロやCAMは
扱いません。

　当社のソフトは自社開発であり、インド・チェン
ナイに拠点を置いています。開発責任者の取締役
（パンディ）は、インド難関大学の工学博士で製造業
界のソフトウェアに精通する稀有な人材であり、彼
のもとに優秀な人材が集まっています。

　当社の連結（国内外）社員数は60名で、有能な若
者があらゆる業種・業界から集結しています。社員
の平均年齢が34歳と若く、先端技術の成長企業で
す。

　MF-TOKYO初出展の今回は、当社のalfaDOCK	
をベースに『総合的な商品ラインナップ』を出展
します。また画期的な新商品として、『当社のソフ
トウェア』と『3Dプリンター』の融合による『ベン
ディング金型製造システム』を業界に先駆け出展し
ます。
　このシステムは、板金業界に精通する米国老舗企
業と当社との業務提携により実現した業界震撼のイ
ノベーションです。

アルファTKGは、アマダ元専務の高木俊郎が2014年に創業した、
ソフトウェアの開発・販売会社です【MF-TOKYO初出展】

小間番号　W2-64㈱アルファTKG

資料請求番号　515

現在の設備をそのまま活用
■お客様が、現在ご使用中のCAD/CAM、自動プロ、生産管理システムなどを

そのまま活用し、工場の見える化やペーパレス化を即座に（自動的に）実現
する画期的な IoTシステムです。

■『探す』時間の短縮と、『人手に頼った事務作業』の大幅削減が実現します。

alfaDOCKを導入したら購入できる
オプションソフト

①類似品検索ソフト	 GAIA検索	98万円
②見積ソフト	 GAIA見積	78万円
③工程管理ソフト	 GAIA工程NAVI	185万円
④2D／3D	板金CAD	 alfaCAD	195万円
⑤生産管理ソフト	 alfaERP	380万円～

大好評の最先端クラウドソフト
　　　　（基本プラットフォーム）

【図面管理・ドキュメント管理】

東京日本橋

298万円



資料請求番号　517

小間No. S-37
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　エイチアンドエフは、総合プレス機械メーカーとし
て、プレス本体及びその周辺装置も含めたプレスライ
ンをトータルで提供しています。サーボおよびメカの
ブランキングプレスライン、タンデムプレスライン、
トランスファプレス、トライアルプレスなど、ユー
ザーニーズに応じた豊富なバリエーションを取り揃え
ています。

 
　近年の自動車軽量化ニーズに対応するため、新たにハイテン材、アルミ材などの成形性を向上できる
30000kNサーボトランスファプレスを開発、納入いたしました。
・スライド駆動用のサーボモーターには、コンパクト、高トルクの水冷式を採用し搭載数を削減しました。
・サーボダイクッションは、ラック&ピニオン式のダイレクト駆動構造で、業界最速クラスの応答性を実

現しました。
・ピークカット装置は、従来のコンデンサ式に替えフライホイール式を採用し大量のコンデンサの定期交

換を不要とし保全費用を大幅に削減しました。
・トランスファモーションメーカーは、事務所でのオフライン使用も可能にし、最適モーションの作成が

容易にできます。
・ユーザーの保全性、生産性向上のため開発したHFMAPSはIoT接続も可能で、予防保全、復旧支援、稼

働分析、生産シミュレーションなどの多彩な機能を有しています。
　当社は、今後も国内外のユーザーニーズを具現化するためにさらなる技術力の向上に努め、ひろがる未
来のものづくりに貢献してまいります。

厚物対応25000kNサーボトランスファプレス
（ビジョンセンタリング装置付）

自動車外板用23000kNオールサーボタンデムプレスライン
（ビジョンパレタイザ付）

ハイテン材対応30000kNサーボトランスファプレス（サーボダイクッション付）

想いを形に Your Best Partner
エイチアンドエフ

㈱エイチアンドエフ 小間番号　W1-39

資料請求番号　519
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FlatMaster

　板金のバリ取り機「AuDeBu（オーデブ）」を開
発、販売するオーセンテックは今夏、板金の歪み
を取り除く「レベラー」の輸入販売に乗り出す。
ドイツ大手「ARKU」のオールマイティレベラー
「FlatMaster」だ。板厚0.5㎜ －12.0㎜ と薄板から
中厚板まで幅広く、まさにオールマイティに使え
る。レーザ加工全盛の今、板金の品質、精度は同レ
ベラーの使用で、新時代を迎える。
　板金加工はレーザやパンチの使用比率が高まり、
生産性が飛躍的に向上した。反面、レーザやパンチ
故の残留応力が品質、精度にマイナス影響を与える
課題がある。レーザ加工後に材料をレベラーに通し
て残留応力を除去すれば、曲げや溶接といった後工
程が楽になり、品質向上も期待できる。無理なく面
を合わせて溶接することで、溶接箇所の劣化を抑え
られ、製品の長寿命化も期待できる。

　オーセンテックが国内投入する「FlatMaster 
55」は、板厚0.5㎜ －12.0㎜ と、競合機に比べても
汎用度が高いといえそう。ドイツメーカー製ならで
は高剛性構造を採用し、装置内の上下各10本もの
ローラーが板金をがっちりはさみ、平らにならす。
もう一段高い精度や効率を求めるユーザー向けに、
材料の平たん度を自動計測するレーザー計測装置を
オプションで備わる。
　「FlatMaster」は国内に数台導入されているが、新
たにオーセンテックが国内総販売代理店契約を結ん
だ。同契約により、設置・トレーニング・アフター
サービスを同社が直接行うことで、サービスの強化
を図っている。バリ取り機で1000台の納入実績。

板金の残留応力を除去
品質・精度高め、後工程も楽に

オーセンテック㈱ 小間番号　S-25

AuDeBu CX

資料請求番号　521



資料請求番号　523
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ロボットシミュレーション
　3DCADからロボットの動きを作成できる、ロ
ボットシミュレーションソフト の登場です。現場
のスマート化にともないロボットでのモノづくりが
進む中、なかなか活用できていないとの声を耳にし
ます。
　弊社CAD ならではの直観的な操作性をそのまま
に、時間のかかる ティーチング作業の工数を大幅
に削減させるGoRoBoなら、 多品種・少ロットで
も生産効率アップを図ることが可能に。実機のロ
ボットと併せた展示で、新しいソリューションをご
体感ください。

板金用 3DデザインCAD
　２次元から３次元への移行、運用のニーズが高ま
りつつある中、既存の３次元 CAD の使い勝手の問
題と板金データ作成でのつまずきにより３次元化
が進んでいません。 SEG5は使い勝手の良さ、培っ
てきた板金ノウハウを搭載し、これらの問題を解決
します。原価見積り計算のオプション「DC」も大好
評！ ３次元データの正確さ、データ上での検証、干
渉チェック、３面図自動作製機能等、充実した機能
をご覧ください。

オープンネットワーク CAM
　複数メーカー機種に対応し、加工ノウハウを反映
した自動割付機能で効率的なNCデータを作成する
ネスティング CAM です。さらに歩留まりを追求、
短時間での処理を実現したオプション AutoNest 
Pro では、 同一条件のまま、シート枚数が削減！ 
デモンストレーションを見ていただければ、一目瞭
然！ 是非その目でご確認ください。

ベンドシミュレーション
　主要3D CAD メーカーとのCADLink （パーツ
形状の受け取り）機能と複数パーツの一括自動曲げ
データ作成が可能になった、 ベンディングシミュ
レーションソフト。自動で曲げ干渉を考慮しながら
金型段取りの選択と曲げ順の検索も行えます。加工
前に次工程へのハンドリングシミュレーションも確
認しながら加工機毎の曲げデータが作成でき、加工
機 への 転送も可能です。段取り時間に費やされて
きた 曲げ工程を効率化します。

クラウド型 生産管理
　これはもう会社を持ち歩いてる感覚。インストー
ル不要のブラウザ方式、ネットさえあればOK 。
　いつでもどこにいても、 会社の「今」だから問合
せの手間 が 不要。受注・出荷・作業負荷などの実
績をパッと表示！経営戦略がその場で即判断。ムダ
がなくなりムダにお客様をお待たせしまん。

Smart manufacturing method

㈱キャドマック 小間番号　S-32

資料請求番号　525



資料請求番号　526 資料請求番号　527



資料請求番号　529
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新型サーボプレス「H2FM630」と新型レベラーフィーダー「SF100-H」

　コマツ産機はプレス機械事業約90年の長い経験
と技術を母体に小型から大型までの豊富な機種のプ
レス機械に加え、板金機械をも商品に揃える塑性加
工機械の総合メーカーとして、開発・販売・サービ
ス・レトロフィットまで提供しています。

　MF-TOKYO2019では“未来のGEMBAを提案”
をテーマにプレス機械、板金機械ほか、コマツ産機
の最新技術をご提案いたします。

　その中で、今回はサーボプレス「H2FM630」お
よびレベラーフィーダー「SF100-H」をご紹介しま
す。

　MF-TOKYO2019にてご紹介予定の「H2FM
630」は新開発の「水冷式高トルクサーボモーター」
を搭載する事で、従来の空冷式サーボモーターに比
べ、約30%の生産性向上を実現しました。また、振
子モーションの搭載により、当社メカプレス比では
最大60%の生産性向上を図ることが可能となりま
した。さらに、プレス用に新開発した「大容量キャ
パシタ蓄電システム」の採用により、電源容量およ
び消費電力をメカプレスと同等レベルまで低減を図
りました。また、H2FMの高生産性に合わせたレベ
ラーフィーダー「SF100-H」を新開発。従来、生産
の課題であった段取時間を短縮し、安全性も向上さ
せました。

塑性加工の総合メーカー　コマツ産機

コマツ産機㈱ 小間番号　W2-72

資料請求番号　531
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Variax OPUS2 シリーズ
　基本性能とコストを重視した汎用モデルのサーボ
フィーダを開発。軽量・コンパクト化を図り、材料幅
200㎜、300㎜、450㎜に対応した３機種を取り揃えま
した。大開口部と下側のカバーが取り外せることにより、
ロールのクリーニング性を大幅に改善しました。
　エアコンや汎用モータ用の家電向けモータコア製造ラ
インに最適です。
特長
■ 最大送り速度80m／ｍｉｎ以上
■ 送り精度±0.03㎜
機種
■ OPUS2-200／300／450

Servo-dex EVR2 シリーズ
　基本性能とコストを重視した汎用モデルの転積装置
を開発。軽量・コンパクト化を図り、モータ容量３kW、
7.5kW、15kW、30kWの４機種を取り揃えました。
　停止時の振動を抑えて高精度位置決めすることにより、
金型のメンテナンスを軽減。プレスからのタイミング信号
で簡単に制御でき、多彩な制御パターンを実現しました。
特長
■ プレスからのタイミング信号で簡単制御
■ 多彩な制御パターン
機種
■ EVR2-30／75／150／300

転積装置　Servo-dex EVR2 シリーズ

サーボフィーダ　Variax OPUS2 シリーズ

基本性能とコストを重視した汎用モデル
プレス用サーボフィーダ・転積装置に新シリーズ

㈱三共製作所 小間番号　W1-51

　株式会社三共製作所は、ハイエンドモデルのOPUS1／EVR1シリーズに続き、汎用モデルのサーボフィー
ダ「Variax OPUS2」と転積装置「Servo-dex EVR2」シリーズをラインアップし、MF-TOKYOにて発表し
ます。
　材料の薄型化、幅広化、プレスラインの自動化など、次世代のプレス加工に対応した商品からお客様に合っ
た商品をお選びいただけます。

資料請求番号　533
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精密板金・部品加工～熱影響を最小限に
　抵抗溶接と高精度TIG溶接を一台に集約した超精
密肉盛溶接機SW-V02 は溶接棒φ0.1㎜からφ2.0
㎜まで線径が選べ、プレス型の補修、薄板精密板金
や部品加工の溶接に優れた性能を発揮します。従来
のTIG溶接機ではうまくできない１㎜以下の板厚で
も精密で歪みを少なく接合できます。0.5㎜厚のス
テンレスによる突合せ溶接、化粧面など焼けを嫌う
部分の接合溶接やΦ0.5㎜の金網溶接。アルミの角
の継手溶接、冶具の作成、ピンホールの穴埋め。銅
合金や真鍮パイプの接合溶接。チタンでのバック
シールド無しでの接合溶接や医療関係の部品溶接な
ど、熱の発生を精緻にコントロールできるので、従
来困難であった精密板金溶接を容易に行うことがで
きます。

カス上がりを防止するプレス型の必須装置
　デポジトロンはタングステンカーバイトの電極を
使用し、プレス型のメス型に数カ所被覆するだけで
カス上がり防止に絶大な威力を発揮します。

　また、抜型、曲げ型、深絞り型等の寿命を大幅に
延長します。本体は軽量なため、重い金型をプレ
ス機から取り外すことなく放電加工がおこなえ、
SK、SKD、SKH、超硬など幅広い材質に使えます。
放電後の被膜厚は1/100～3/100㎜、表面硬度が
HV1100まで向上。SK、SKD、SKH、超硬合金など
幅広い材質に使用可能です。電極棒はφ0.3～3.0
㎜まで実装可能です。

より精密に、より安全に、金型メンテナンスの総合機器メーカー
薄板精密板金にSW-V02 プレス型のカス上がり防止にデポジトロン

三和商工㈱ 小間番号　A-04

35
資料請求番号　535



資料請求番号　536 資料請求番号　537
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新型高速プレスブレーキ「TruBend 7050」
　本機は、加圧力50t、曲げ長さ1530㎜、オープンハイト385㎜、最大194㎜の深曲げが可能です。主な特徴は、
ダイレクトサーボドライブ+角度センサー「ACB ワイヤレス」+高速バックゲージによる高効率・高生産性・
高精度曲げ加工、テーブル内蔵型クラウニングシステム採用による長物曲げの高い通り精度を実現します。
人間工学に基づいて開発した昇降機能付き作業テーブルは作業者へ快適な作業姿勢をサポートし、作業ライト

「iLED」では手元を明るく保ち作業者の目の疲労を軽減し、突き当てミスを抑止します。
　「TruBend 7050」の詳細は右ページをご参照下さい。

高速曲げ金型自動交換装置と
最新ダイレクトサーボ式プレスブレーキ

トルンプ㈱ 小間番号　S-42

自動ベンドガード

タッチポインベンド

DMC金型
※データマトリックスコードによる金型管理

ACBワイヤレスセンサ金型

収納増大ベンドエイドパーキングポジション裏付け用反転ユニット

NEW

NEW

NEW NEW

NEW NEW

NEW

高速曲げ金型自動交換装置「ToolMaster」
　重量物である金型交換は作業者への負担が大きく、安全面において特に注意が必要な作業です。トルンプは
ボタン１つで金型脱着を可能とすることでより安全な作業、そして交換時間の大幅短縮を提供してきました。
MF-TOKYO2019では人手を介さない高速曲げ金型自動交換装置「ToolMaster」を「TruBend 5130」に
接続して展示します。本装置には、標準金型、ACBワイヤレス金型、特型、アダプター金型など約85m分の
金型収納が可能です。１型あたりの交換時間は約10秒です（上下金型同時交換）。

資料請求番号　539
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　バイストロニックジャパンは板金加工業のお客様をサポートするため、最新鋭のファイバーレーザ切断機
として12キロワットのByStar Fiberを拡販開始いたします。このハイエンドのファイバーレーザは最高出
力に至るまで安定した切断を提供します。既存のラインアップ３～10キロワットのレーザ出力に加え、12キ
ロワットまで増強したことは、大幅な技術的飛躍といえます。
　ByStar Fiberによる切断速度は、12キロワットレーザを装備することで従来の10キロワットレーザ装備
機種に比べて平均最大20％速くなります（窒素ガス切断の場合）。３～30ミリメートルまでの板厚の切断速
度向上により、生産性を高め、お客様のビジネスに貢献いたします。

●安定した切断加工のための新しいカッティングヘッド設計
　当社は、切断品質の安
定と高い製品品質を保
つために、カッティング
ヘッドを重要な要素とし
てとらえ、その形状と構
造に着目し、研究開発を
重ねてきました。新しい
カッティングヘッドは、
よりスリムな設計で切断
加工の安定性を高めています。具体的には部品点数を減らし、重要な機能をカッティングヘッド内部に収め、
ワークの立ち上がりとの衝突を低減させました。また、精密技術をカッティングヘッドに内蔵することによ
り、切断埃などの汚れの進入を防止し、メンテナンスの頻度を減らし、運転コストも低減しています。

●最大板厚30ミリメートルの高い切断品質を確保
　新しいオプションの「BeamShaper」は、板厚30ミリ
メートルまでの鋼板において従来の機種に比べて優れた
面粗度が得られます。「BeamShaper」は、厚板または
品質にばらつきのあるシートに対して、レーザビームの
形状を最適に調整することができます。例えば厚板20～
30ミリメートルにおいては、面粗度が改善される上に、
切断速度も最大20％速くなります。

12キロワットのファイバーレーザ切断機「ByStar Fiber」

新オプション「BeamShaper」

「12キロワット」ファイバーレーザ切断機と
新オプション「BeamShaper」

バイストロニックジャパン㈱ 小間番号　S-36

最大の

パフォーマンス
最新世代の曲げ加工を発見してください。Bystronic の Xpert Pro
は、プロセス速度と柔軟性に対する最高レベルの要求にも対応し
ます。このプレスブレーキは、広範な曲げ加工用途に対応した数
多くの性能オプションをご用意しています。さらに、インテリジェ
ントなアシスタント機能により、最初の曲げ部品から精密さが提
供されます。

Cutting  |  Bending  |  Automation
bystronic.com

【南ホール】ブースNo.S-36

Xpert_Pro_jpn_182x257.indd   1 29.05.19   10:22

最大の

パフォーマンス
最新世代の曲げ加工を発見してください。Bystronic の Xpert Pro
は、プロセス速度と柔軟性に対する最高レベルの要求にも対応し
ます。このプレスブレーキは、広範な曲げ加工用途に対応した数
多くの性能オプションをご用意しています。さらに、インテリジェ
ントなアシスタント機能により、最初の曲げ部品から精密さが提
供されます。

Cutting  |  Bending  |  Automation
bystronic.com

【南ホール】ブースNo.S-36

Xpert_Pro_jpn_182x257.indd   1 29.05.19   10:22

資料請求番号　541
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X3s 各種モニタリング画面

　マーポスモニタリングソリューション（MMS）
の１つであるBrankamp（ブランカンプ）システム
は、金属プレス・フォーミング加工の生産工程監視
ソリューションのパイオニアであり工程監視システ
ムの最先端技術としてマーケットに認知されてい
ます。過去30年以上に渡り、ブランカンプブランド
として常に新しい産業生産工程システムの開発を行
い、独自の監視ノウハウを提供し続け、現在世界中
に50,000台以上のシステムが自動車関連をはじめ
とする各種産業のエンジニアリング部門の中枢で採
用されています。
　ブランカンプシステムは、センサー本体と監視ユ
ニットから構成され、センサーはピエゾやひずみ式
のフォースセンサーを採用し、監視ユニットはコン
ピュータ制御によりインテリジェント化された製品
になっています。　
　監視方法の最大の特徴としては、下死点のピーク
フォースだけをモニタリングするのではなく、加工
全工程をフォースモニタリングします。そのため、
通常の下死点監視のシステムでは検知できないよう

なスクラップマーク等の微小な欠陥も検知が可能で、
下死点に至る前に機械異常、クラッシュも検知でき
るため、即座に機械制御装置に停止信号を出力して
深刻なマシンダメージを回避することもできます。
　また複数台のブランカンプユニットとホストPC
をネットワークで接続し、リアルタイムでのモニ
タリング状況確認、データ保存、遠隔診断が可能な
FactoryNET4.0に対応しています。
　成形およびスタンピング技術におけるプロセス
データは、高品質を求められる部品にとって、ま
すます重要になっています。これまでは、セン
サーに収集されたデータをデバイスに表示した後
に削除していましたが、日付、時間、製品番号と
ともにプロセスデータを定期的に保存することに
よって、データを簡単に見つけて評価することが
FactoryNET4.0によって可能になります。
　このようにブランカンプシステムは不必要な機械
停止時間を削減することで、最大機械稼働時間を確
保し、加工現場に高い生産性をもたらします。

プレス機械上での
全工程監視システムと機能

マーポス㈱ 小間番号　W1-46

品質コントロール

プレス工程の最適化

機械保護

ビッグデータ解析

作業セットアップの補助

工具保護

生産性の向上

マーポス

スマートフォーミング

モニタリングソリューション 

マーポス株式会社

監視ユニット

品質コントロール

プレス工程の最適化

機械保護

ビッグデータ解析

作業セットアップの補助

工具保護

生産性の向上

工具保護

マーポス

スマートフォーミング

モニタリングソリューション 

マーポス株式会社
資料請求番号　543
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お問い合わせ先　三菱電機株式会社
〒103-8310 東京都千代田区丸の内２-７-３
TEL：03-3218-6560 　URL：http://www.MitsubishiElectric.co.jp/fa

　今回、三菱電機は高次元な自動化ソリューション
を提供するファイバレーザとして、GX-Fシリーズ
を発表する。GX-Fシリーズは“高信頼性とAIが導
く「とまらない加工機」”をコンセプトに３つの新し
い技術を搭載した。
　一つ目はAIによる加工診断機能である。加工時
に発生する音や光をセンシングし、当社独自のAI

（Artificial Intelligence）技術Maisart（マイサー
ト）（*1）で分析することで加工機自身が切断面の良
否を診断する。この診断結果からAIが自動でノズル
状況を判定し、加工条件を自動で調整することを可
能とした。
　二つ目は加工中の窒素ガス消費量を最大90%削
減（*2）可能なAGR-ecoである。独自の加工ガス
流量制御により、ファイバレーザで課題となってい
る加工中の窒素ガスの消費量を削減し、ランニング
コスト低減に貢献する。
　三つ目は高信頼性と高生産性を実現した新型自社
製ファイバレーザ発振器である。発振器内の様々な

情報を収集・蓄積し、稼働監視と予防保全を可能と
することで５年保証（*3）を実現した。また、加工
機の加速度向上に対応した最適制御を可能とし、高
生産性も実現した。
　上記３つの新技術を搭載したGX-Fシリーズに加
え、板金レーザ加工工程の完全自動化と省人化を実
現する自動仕分けシステムも新たにラインアップし
た。本装置に搭載される４本のアームは素材の供給
から切断後の仕分け、スクラップの搬出まで、それ
ぞれの工程に合わせて自動で最適なツールに持ち替
えて行うことが可能である。
　生産現場の人手不足解消や更なる生産性の向上、
コスト削減のご要望に応える三菱電機のファイバ
レーザ加工機GX-Fシリーズをぜひご覧頂きたい。

（*1）Mitsubishi Electric's AI creates the State-of-the-ART in 
technology の略
全ての機器をより賢くすることを目指した当社のAI 技術ブランド

（*2）当社CO2レーザとの比較
（*3）当社指定メンテナンス契約が必要

高次元な自動化ソリューションを提供する
ファイバレーザ「GX-Fシリーズ」

三菱電機㈱ 小間番号　S-40

資料請求番号　545
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LOXDM２®シリーズ　サイズ８（口径１インチ）

　ロス・アジアは、油空気圧制御機器の専業メー
カーとして、主力製品のひとつであるプレス用ダブ
ルバルブ（複式空気圧電磁弁）に最新の電子空気圧
技術を取り入れた、ダブルバルブ・DM2®シリー
ズを開発いたしました。DM2®シリーズは、バルブ
本体と配管ベースから構成され、「冗長性」「自己故
障診断機能」「再起動防止機能」を併せ持つ世界最高
レベルの安全バルブです。国際安全規格であるISO 
13849－1より要求されている"制御カテゴリー４
（PL：e）に適合したDM2®シリーズは、プレス機
のグローバルな移転にも対応。移設の度に現地規格
に適合したバルブへの交換を不要にし、移設コスト
を削減します。ロス・グループ世界９拠点のネット
ワークにより予備品の入手も容易で、空気圧制御安
全機器として世界中で導入されています。

　残圧排気用のLOX®バルブは、空気圧システ
ムのメンテナンスの際、空気圧エネルギーを遮断
し、作業者の安全を確保します。米国OSHA規格　
29CFR1910．147に準拠した安全バルブで、一
次側からの供給圧力を遮断し、回路内の二次側圧力
（残圧）を排気します。圧力開放位置でロックが可能
です。

国際安全規格対応ダブルバルブ
グローバルな設備移転時のコスト削減にも有効

ロス・アジア㈱ 小間番号　W1-47

資料請求番号　547
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 特集 　進展するレーザ加工技術－穴あけ・切断・微細形状・表面処理加工の動向－

 総論 
進展するレーザ加工技術-代表的な応用加工の最近の動向-

中央大学研究開発機構　新井 武二

 解説 
ピコ秒パルスレーザ照射による鋼材表面の平坦化とナノ周期構造形成

慶應義塾大学　閻 紀旺
ガラスへの超高速微細精密レーザ加工技術

東京大学　伊藤 佑介、吉﨑 れいな、杉田 直彦
短パルスレーザを用いたCFRPの微細加工技術の開発

（公財）レーザー技術総合研究所、大阪大学レーザー科学研究所　藤田 雅之
東京都立産業技術研究センターのレーザ加工技術による支援事例

（地独）東京都立産業技術研究センター　横山 俊幸、平野 康之

 レーザ加工機編 
新型ファイバーレーザマシン「ENSIS-AJ（６kW/９kW）」の進化した
ENSIS テクノロジーによる安定加工、生産性向上、加工領域拡大

㈱アマダ　宮渕 城之
ウォータービームマシンによる微細加工事例

㈱スギノマシン　小掠 隆広
超短パルスレーザ加工技術の現状と将来の展望

トルンプ㈱　 中村 洋介
長尺パイプ・形鋼専用３次元ダイレクトダイオードレーザ加工機「FG-220 DDL」

ヤマザキマザック㈱　 北本 哲一
ファイバレーザ加工機 GX-Fシリーズの最新技術紹介

三菱電機㈱　 村澤 裕樹
最新微細穴加工～ABLASERによる事例紹介～

三菱重工工作機械㈱　 中川 清隆
レーザ加工によるマイクロ微細加工およびレーザマイクロテクスチュアの提案

㈱リプス・ワークス　井ノ原 忠彦

機械技術2019年７月号　特集目次

日刊工業新聞社発売の「機械技術」７月号では、

「進展するレーザ加工技術
－穴あけ・切断・微細形状・表面処理加工の動向－」

特集を掲載いたしました。
この機会に、ぜひお買い求め下さい。

資料請求番号　549



MF-TOKYO 2019

50

　超硬は、打ち抜いたり、曲げたり、潰したり、削っ
たりする様々な工具や金型として使用されています。
　シルバーロイでは、用途に応じて最適な超硬材質
を選定できるように100種類を超える超硬材質を製
造・販売しています。それぞれ他の追随を許さない
優れた特徴を持っており、画期的な製品を次々と開
発しています。

①Ｒタイプ超硬合金
　従来にはない耐蝕性をもつ新世代超硬合金（RG、
RT、RFF、RSF、SA、TFRタイプ等）です。焼き付き
の低減や、金型寿命向上の実績があります。Rタイ
プに新たに加わったTFRタイプは、焼付きが発生し
やすいステンレスや軟鉄、SPCC鋼板の絞りや曲げ、
打ち抜きに適する材質であり、急速な広がりを見せ
ています。

②超精密超硬素材
　１個からでも複雑形状の超硬素材を精密・短納期
でつくる技術や、超硬素材にネジを安価に加工する
技術「直タップ・直ネジ」、焼結品の寸法を高精度
に狙う独創の焼結技術を持っています。精密焼結体
は部分的に焼結（黒皮品）のまま使用されることも
珍しくはありません。

③非磁性超硬
　磁性を帯びない非磁性超硬のラインナップも豊
富。磁性材料を成形する金型、ジグ用として評価が

高く、さらに、耐熱性・耐蝕性にも優れていること
から、腐蝕環境下での耐摩耗工具としても活躍して
います。

④大物・長尺超硬
　様々な大物・長尺超硬部品も製造可能です。重量
1トンを超える超硬や、長さ４mの超硬バーなど、
超硬合金の製造技術も豊富です。

⑤チタメット
　軽量な硬質合金です。φ300㎜以上の大きなチ
タメットも製作可能であり、鉄などの焼き付きも起
きにくいため、絞り金型などに、ますます採用が広
がっています。鉄と同程度（超硬の半分程度）の密
度で、超硬と同程度の硬度があるので、従来の超硬
が重すぎるために採用できなかった箇所にも、この
チタメットであれば適用可能になります。

高生産性、高稼働率に向けた金型・ジグ
新世代の超硬合金をご提案します

㈱シルバーロイ 小間番号　A－27

超硬素材に直接ネジ ( 直タップ・直ネジ )

チタメット

大物・長尺超硬合金

資料請求番号　551
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CFRTP高速成形用
ツウィンスクリュープレス　315TES型
　CFRTPのプリプレグ・シートを、加熱装置にて溶
融点以上に加熱し、ロボットで金型内に搬送します。
　80℃程度の比較的低温で余熱された上・下金型
間にシートを挿入し、これを300㎜／ｓｅｃ以上の高速
で瞬間的に成形します。
　下死点ではスクリュー部特殊機構でスライドを停
止保持し、約10秒でシートを冷却します。
　成形されたシートは、ラム上昇時に下型に保持さ
れ、これをロボットで取り出します。
スクリュー機構により高速成形時の速度調整は容易
に可能で、CFRTPプリプレグシートを従来より短
時間にて成形可能です。（PAT申請中）
　スクリューは２本構成のツウィン式で、偏心荷重
に強いワイドベッドを構成出来ます。
　それぞれのスクリューは異なった回転方向で回転
し、成形時のフライホイール回転モーメントは打ち
消されます。
プレス能力：3150kN
ストローク長さ：260㎜
ラム速度：～500㎜／ｓｅｃ

クラウニング付
ヘリカルギアー成形用押出プレス　70SHP型
　クリアテック社との共同開発機械で、ヘリカルギ
アーの押出成型を実演します。
　一定の温度に保たれた金型に、室温より高い温度
で一定に保たれた素材をロボットにより投入します。
　速度制御の出来るプレスにより素材を上から押し
込み、下型の下から排出し、ヘリカルギアーを１次
成形します。
　今回実演するのは第一行程で、第二工程でギアー
両端面への面付け、第三行程で歯筋クラウニング加
工をします。
　全装置はロボットで自動化されます。
プレス能力：700kN
ストローク長さ：230㎜

CFRTP（炭素繊維強化熱可塑性プラスチック）
シートの加熱・高速成形を実演

小間番号　W1-14榎本機工㈱

資料請求番号　553
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◎サーメタルと他材種の摩擦係数比較評価

◎鉄系粉末圧粉成形での比較

 レアメタルであるW（タングステン）、Co（コバル
ト）を全く使用しないWC-Co系超硬合金に代わる
硬質金型新材料サーメタル・CT500シリーズを使
用した金型の提案。

■サーメタルとは
　炭窒化チタン（TiCN）を主原料とし、金属系合金
の結合相にて焼結した材料である。

■サーメタル〈CT500シリーズ〉の特長
　耐摩耗用超硬合金VM30～VM40と同等の硬度
と靭性があり、すべりが良く、耐焼付き性に優れて
いる。
　また、900℃大気中においても耐酸化性を維持
し、高温条件でも安定使用が可能である。
　その他、比重は5.8と超硬合金の1/3程度と軽量
であり、低熱伝導であるため、高温の被加工材の冷
却を抑制できるなどの特長がある。

■サーメタルの金型への適用
　サーメタルの特長を活かし、下記の金型への適用
が進んでいる。
・ステンレス鋼・アルミニウム合金の絞り・しごき
加工金型
・粉末成形金型
・高温環境で使用される金型等
　以上、従来の金型材料では対応しきれない難加工
材料や加工領域での製品品質、金型寿命向上が期待
できる。

「高品質を実現するサーメタル金型」

㈱ダイジェット工業 小間番号　A-10

資料請求番号　555
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　最近、地球温暖化や環境破壊などより一層の早期
対策の必要性が求められる中、自動車業界では軽量
化に向けた素材の転換やマルチマテリアル化による
複数の素材を組合せた複合的なモノづくりへと加速
的に変化している中でサーボプレスもこれらに対応
すべく成形ニーズが高まっております。こうした背
景の中、展示ブースでは㈱放電精密加工研究所　独
自の次世代モノづくり提案として金属成形を一例に
した知能化システム、フィルムの高精度カッティン
グの実演と加工事例の紹介や、複合材料を含む樹脂
成形に最適な新モデルZENFormerの実機リリース
展示を行ないます。

①知能化するZENFormer
　IoTを見据え、板鍛造成形を一例に金型に取り付
けられたセンサーからの金型情報やプレス挙動デー
タにより加工の見える化を行い、同時にICTと組合
せた品質管理、生産管理、予防処置などへの応用例
をご紹介致します。

②大判フィルムの精密ハーフカット加工
　新型ディスプレーの大判化が進む中、フィルム成
形への高精度化が求められてきております。展示

ブースでは、プレス下死点精度の高さを利用し、多
層フィルムの１枚だけ切断し、下部のフィルムに傷
をつけない加工の実演を行います。

③複合材料成形 新モデルZENFormerリリース
　ロングストローク及びコンパクト化、複合システ
ム化をはじめ、複合材料成形に必須なスライド平行
を維持した加圧動作や射出成形における薄肉で均一
な厚み、大面積成形など高精度ニーズに対応可能な
仕様と機能を搭載した新モデルの実機展示及び温調
装置や射出機と組合せたマルチマテリアル成形や高
品位成形事例をご紹介致します。

ZENFormer nano  MPS430UD

ZENFormer nano  MPS410UD WIDE

進化する４軸直動式デジタルサーボプレス　ZENFormer
～変わる素材、変わるモノづくり、そして、知能化するサーボプレス～

小間番号　W1-09㈱放電精密加工研究所

ZENFormer 100t機
＋

小型射出ユニット

＋

資料請求番号　557
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C2P-16HS（住吉工場鍛造トライ用プレス）

　2019年４月に弊社は創業110周年を迎えま
した。100年以上の伝統を受け継ぎ、クリモトは

「BEYOND THE BORDER」を合言葉に新たな
事業へ様々な「境界」を超えてゆきます。今回MF-
TOKYO2019では、クリモトの熱間鍛造プレスの
IoTの活用事例であるモニタリングシステムや弊社
の湖東工場に設置した次世代型油圧プレスCFRP成
型用HR4-10SPのご紹介をさせて頂きます。

①IOTによる「スマートプレス化」
　ご好評頂いているクリモトのリモート・メンテナ
ンス・システム「M2M」をさらに深化させ、様々な
稼働データ、メンテナンスデータの収集、トラブル
時の早期発見、復旧だけにとどまらず、生産効率の
向上と予防保全による安定稼働を実現致します。ま
たロギングしたデータを解析し、不良の削減、保全
計画の策定などスマートプレス化への取り組みを加
速させます。

②CFRP成型用HR4-10SP
　弊社湖東工場に設置した次世代型油圧プレス
CFRP成型用HR4-10SPはCFRP成形に最適な、
次世代型油圧プレスとして、油圧の操作性と、メカ
の生産性を両立した成形機として製作しました。新
開発の油圧システムと、サーボモーター駆動ポンプ
のフルクローズド制御により“高性能”、“省エネ”
を目指します。

　また、省エネを追求した高速切断機や板金プレ
ス、製缶業界向けに高精度CNCベンディングロー
ルや、耐焼き付き性に優れた鉛フリー摺動部材
brobeaなど幅広いニーズにお応えすべく様々な展
示をご用意しております。
　どうぞ、お気軽にクリモトのブースへお立ち寄り
ください。

モノづくりで未来を創る、クリモト

㈱栗本鐵工所 小間番号　W1-11
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　ゲルブ社はドイツ・ベルリンに本社を構え、110年以上に亘る防振装置専業メーカーです。さまざまな産業
の振動問題に取り組み、実績を積み上げております。振動問題で何かお困りのことがあれば、ぜひお任せくだ
さい。解決の糸口が今回のMF-TOKYOゲルブブース及びテクニカルセミナーで見つかります。

ブース展示内容
　ゲルブブースは６つのテーマで皆様をお待ちしております。
   ☆ ゲルブ会社紹介コーナー
   ☆ 防振紹介コーナー
   ☆ 測定紹介コーナー　　　　　　　　
   ☆ 防振実績コーナー
   ☆ 防振装置入れ替え紹介コーナー
   ☆ 地震対策紹介コーナー

テクニカルセミナー　3講演
　☆ 世界最大級 大型プレス防振の実績紹介
　　 7/31 ㈬ 14：30～15：10　会議棟６Ｆ608会議室
　　 発表者: カーステン・シャントレイン（逐次通訳あり）

　☆ コイルばね＋粘性ダンパー方式による皿ばね防振からの更新実例
　　 8/1 ㈭ 12：00～12：40　会議棟６Ｆ607会議室
　　 発表者: 佐藤 典昭

　☆ サーボプレス向防振システムの課題と解決事例 
　　 8/2 ㈮ 15：20～16：00　会議棟６Ｆ606会議室
　　 発表者：山口 悠樹

その振動問題、解決します！

ゲルブ・ジャパン㈱ 小間番号　W1-12

資料請求番号　563
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図４　「エアバルブユニット」

図３　ハイブリッド式クランプの仕組み

図２　金型に取り付けたハイパワーエアダイクランプ

図１　「ハイパワーエアダイクランプ」

　コスメックのプレスマシン用金型交換システム
用オートクランプ「ハイパワーエアダイクランプ」
（図１・図２）は、空圧とメカニカルロック機構を組
み合わせたハイブリッド式クランプを開発（図３）。
油圧に匹敵する能力を空圧で実現した。メカニカル
ロック機構の内蔵で従来のエアシリンダーが持つ約
３倍の保持力を有し、安定したプレス成形を可能に

する。油圧レスを実現したことで製品や周辺への油
の飛散もない。
　また「セルフロック機構」の内蔵により金型の落
下を防止するなど、安全性やメンテナンス性の向上
にも貢献する。ハイパワーエアダイクランプの制御
に適した自動制御タイプの「エアバルブユニット」
（図４）も用意している。

油圧レスのプレス金型用自動クランプで
金型交換時の時間短縮、安全性、メンテナンス性を向上

㈱コスメック 小間番号　Ａ-05

資料請求番号　565
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S-IoT®画面

IF-230-7+Servo型機

SPロボット®

　今回サカムラは、圧造圧力230トンの7段サーボ
フォーマー®IF-230-7+Servo型機を出展する。
本機は、メカ油圧式背圧装置を装備しており、社内
の研究開発棟で試作を重ねてきたが、KOピンに背
圧をかける“KOピン背圧式”にて、壁越し成形で一
定の成果を上げることができた。会場ではこの実演
を見て頂く。また、壁越し成形以外の背圧利用事例
は、圧造したサンプルを出品する。
　本機は製品を自動箱詰めするSPロボット®とラ
イン化されている（SP＝Scarring Prevention）。
打痕傷の防止はユーザーから強く要望されている
ものであるが、フォーマーからSPコンベアで排出
された製品が、洗浄ラインを通過して、検査、整列、
自動箱詰めされる“打痕傷防止ライン”をご紹介す
る。
　さらに、展示機はフォーマーに特化したIoTシス
テム “S-IoT®” を実装している。フォーマーの生
産管理、機械監視、予知保全など、ユーザーニーズ
を取り込みながら現在も改良を続けているS-IoT®
にもご注目頂きたい。

“顧客価値を高める”フォーマーと
その周辺技術の紹介

小間番号　Ｗ2-32㈱阪村機械製作所

資料請求番号　567
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鍛造金型用素材

銅合金における摩擦係数

RXシリーズの硬度と破壊靭性の関係 

　サンアロイ工業は独自の発想力で開発した様々な超
硬合金を、品質に徹底したモノづくりにより製造・販
売しております。
　MF-TOKYO2019では、冷間鍛造金型用超硬素材
はもとより、温間・熱間鍛造金型用超硬素材を展示し
ます。特にべベルギヤ型等の複雑な形状にも高精度な
成形技術と高度な焼結技術により超硬合金のネット
シェイプ化を実現しています。
　また、超硬合金の素材製品だけでなく、切削加工に
より外径・端面の他、内径部のテーパー加工やR加工
等をおこなった超硬合金の加工製品も展示します。こ
れらの多種多様に使用される鍛造金型用途に応じて、
耐食性に優れた材種や耐焼き付き性に優れた材種、熱
間用途に対応した材種も紹介します。

【Ｐシリーズ】
　Ｐシリーズは、従来の特性を損なうことなく摩擦係
数の低減を実現した超硬合金です。銅合金やアルミニ
ウム合金、ステンレスに対して優れた耐焼き付き性や
耐摩耗性を有する材種です。

【RXシリーズ】
　RXシリーズは、最適なWC粒子を採用し結合金属の
強靭化を図った超硬合金です。二律背反の関係にある
硬さと破壊靱性の両方の特性を向上させた材種です。

やわらかな発想が、
「超硬」の未来を開く。

Challenge leads us
to new Frontier

資料請求番号　569
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エアロラップ®ロボット搭載モデル イメージ

新横浜エアロラップショールーム

　㈱ヤマシタワークス／日本スピードショア㈱ブー
スではブラスト鏡面仕上げ装置「エアロラップ®」
を展示する。
　水分を含有した食品素材をコアに用いた研磨材
「マルチコーン」（特許取得済み）をブラスト工法で
投射する事で、プレス金型部品や切削工具、コー
ティング面などを「誰でも」「短時間に」「寸法変化を
少なく」磨く事が出来る。会場ではデモンストレー
ションが可能。

　特に今回はエアロラップ®ロボット搭載モデルの
最新型を参考展示する。
　金型部品に限らず切削工具や量産部品での磨き
加工自動化を目的としており、生産効率・品質の向
上、品質安定化を図る。

　このロボット搭載モデルは本展後、神奈川県横浜
市に昨年開設した新横浜エアロラップショールーム
での展示が決まっており、エアロラップの従来ライ
ンナップと共にテスト加工等のデモンストレーショ
ンを予定している。
【新横浜エアロラップショールーム】
住所：〒222-0033

神奈川県横浜市港北区新横浜３-18-９
新横浜ICビル101号室

TEL：045-476-8005
mail：tobita@speedshore.co.jp　担当：飛

と び た

田
【北関東エアロラップショールーム】
住所：〒374-0021

群馬県館林市瀬戸谷町2502-１
TEL：0276-75-4790
mail：aono@speedshore.co.jp　担当：青

あ お の

野

異形状ワークの短時間鏡面加工

㈱ヤマシタワークス／日本スピードショア㈱ 小間番号　W1-24

資料請求番号　571
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お求めは書店または弊社出版局販売・管理部までお申し込み下さい。

好評!  日刊工業新聞社の本

岩本　晃一 著
A5判　定価1944円（税込）

インダストリー4.0
ドイツ第4次産業革命が与えるインパクト

脅威か？　チャンスか？
ドイツが仕掛ける

「ものづくりネット革命」の真実
今、製造業に「ものづくりネット革命」の
大きなうねりが押し寄せている。ドイツ
が国家プロジェクトとして仕掛ける「イ
ンダストリー 4．0」だ。本書は、そのコン
セプトをはじめ、実現すれば何がどう変
わるのか、最近の世界の状況、そして日
本企業に与える影響など、インダスト
リー 4．0を取り巻く動きを多面的に紹
介する。
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５‒１　日本企業へのインタビュー
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